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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、日本におけるインバウンド・ツーリズムをめぐる目的地（インバ
ウンド・クラスター）の動態をフィールドワークを通じて実証的に明らかにするとともに、外国人観光者への調
査を通じて彼らの行動特性を解明することであった。その結果、目的地と行動の多様化と複雑化が生じるととも
に、目的地が多極化しまた階層化が進んでいることが示された。一方、一部のインバウンド・クラスターでは、
外国人がインバウンド・ツーリズムに対応するための「イノベーション」をもたらしていることが明らかになっ
た。
研究成果の概要（英文）：This study empirically clarifies the dynamics of destinations (inbound 
clusters) on inbound tourism in Japan through fieldwork and elucidates their behavioral 
characteristics through investigation into foreign tourists. As a result, diversification and 
complexity of the destination and action occurred, and it was shown that the destinations are 
multipolar and the stratification is progressing. On the other hand, some inbound clusters have 
revealed that foreigners are bringing "innovation" to accommodate inbound tourism.
研究分野：人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
 日本をめぐる国際観光については、アウト
バウンド・ツーリズムが、インバウンド・ツ
ーリズムを大きく上回ってきた。こうした不
均衡を是正するために、「観光立国」を目指
した日本政府によって、2003 年から外国人
誘致戦略の一環として「ビジット・ジャパ
ン・キャンペーン」が推進されてきた。その
結果、訪日外国人観光者数は、2000年の 500
万人弱から順調に増加してきた。2009年（リ
ーマンショック、鳥インフルエンザ）と 2011
年（東日本大震災）に大幅な減少を示したが、
2012 年以降は、訪日外国人観光者数は順調
に回復し、また増加している。 
 インバウンド・ツーリズムをめぐる近年の
傾向として、上記の発展傾向に加えて、まず
外国人観光者の国籍が多様化していること
があげられる。2000 年代前半までは東アジ
ア諸国とアメリカ合衆国が主であったが、
2012 年以降は、東南アジア諸国やヨーロッ
パ諸国からの観光者が増えている。同時に、
外国人観光者の日本での観光行動が多様化
するようになってきた。かつては、大都市の
東京、著名な社寺が集積する京都、その他の
名所・旧跡、温泉などを訪れる外国人の観光
行動が主体であった。しかし、行動の多様化
とともに「SIT（Special interest tourism）」
の重要性も高まり、目的地の多様化が顕著に
なりつつある。これらがどのようなかたちで
多様化しているのか、観光者の出発国・地域
によって行動の多様化は関連するのか、国土
の地域特性といかなる関係を有しているの
かなどに関する実態把握が求められる。つま
り、インバウンド・ツーリズムの発展に地域
差がみられ、それゆえに地理学の立場からこ
の点を解明することが求められる。 
 日本国内において、インバウンド・ツーリ
ズムの行動や目的地が多様化すると、国内の
観光産業や観光地域は、そうした多様化に対
応するために「イノベーション」を必要とす
る（Funck and Cooper 2012）。一方、外国
人観光者の嗜好は出発国・地域によって異な
っていることが予想され、その目的地には地
域的偏りも出現する。それゆえ、イノベーシ
ョンの発生は一部の地域や企業に限定され、
そこに「インバウンド・クラスター」が形成
される。たとえば、北海道倶知安町ニセコひ
らふ地区では、オーストラリアや香港からの
観光者の増加にともなってリゾート景観が
大きく変化した（Kureha 2014）。そこでは、
外国人によってイノベーションがもたらさ
れ、主として外国人が長期滞在するコンドミ
ニアムやコテージが新規に大量に建設され
た。外国人観光者の行動が多様化するなかで、
ある程度の訪問者規模を維持するように「イ
ノベーション」を通じた努力が重要である。 
 ところが、上記のようにインバウンド・ツ
ーリズムは、不況や災害といった何らかのイ
ベントによって急激にその来訪規模が縮小
する危惧がある。これを最小限にとどめ、イ
ンバウンド・クラスターとして持続的に発展
するためには、「レジリエンス」を高めるこ
とが必要である。レジリエンスとは、生物学
では外乱に対する生態系の強さや回復力を
指す用語として使用されている。つまり、外
圧に対する弾性力・抵抗力を高めることによ
って、すなわちレジリエンスを向上させるこ
とによって、多様化の著しいインバウンド・
ツーリズムの変動に対応可能な目的地とな
ることができる。インバウンド・クラスター
は、他地域との競合の中で、「イノベーショ
ン」を通じて自地域の独自サービス等をアピ
ールし、レジリエンスを向上させる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本におけるインバウンド・ツ
ーリズムをめぐる目的地（インバウンド・ク
ラスター）の動態をフィールドワークを通じ
て実証的に明らかにするとともに、外国人観
光者への調査を通じて彼らの行動特性を解
明する。とくに、目的地がインバウンド・ツ
ーリズムに対応するための「イノベーショ
ン」、および観光地域として持続的発展を目
指すために必要な「レジリエンス」に注目し
て分析する。これらの実証的な研究を通じて、
さらには内外の観光地理学に関する研究動
向の検討という理論的な研究を通じて、日本
におけるインバウンド・ツーリズムの地域的
構造を明らかにするものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために、具体的に
解明する諸点は次の通りである。 
1) 外国人観光者の行動変化と目的地変化の
解明 
 観光庁や日本政府観光局（JNTO）、法務省
入出国資料に加えて、日本での外国人観光用
のスマホアプリがまとめたデータなどに基
づいて、日本におけるインバウンド・ツーリ
ズムの空間的発展にみられる特徴を解明す
る。とくに、行き先の地域的変化を明らかに
する。 
2) 特定のインバウンド・クラスターにおける
インバウンド・ツーリズムの特性解明 
 外国人観光者の訪問が卓越する地域、すな
わちインバウンド・クラスターにおいてフィ
ールドワークを実施し、インバウンド・クラ
スターとしての地域的性格を把握する。さら
に、クラスターに関係する主体の分析、その
地域の地理的な条件を考慮して、イノベーシ
ョンの存在・可能性、レジリエンス向上の可
能性を検討する。 
3) 外国人観光者の行動パターンの解明 
 まず、特定の出発国・地域の外国人観光者
に特徴的な行動パターンを、インタビュー調
査を通じて明らかにする。スキー、登山、買
い物、会議、宗教などの特定の観光について、
それらの地域的展開を統計資料や文献等を
利用して解明し、さらに国土の地理的条件な
どと関連づけて考察する。 
4) 日本におけるインバウンド・ツーリズムの
地域的構造の検討 
 上記 3つの解明された諸点を整理すること
によって、インバウンド・ツーリズムの地域
的構造を検討する。どのようなイノベーショ
ンやレジリエンスを備えたインバウンド・ク
ラスターが、国土にどのように分布している
のか、特定の行動や特定の出発地を考慮する
とその分布はどのように異なるのか、といっ
た地域的構造を、外国人観光者の移動パター
ンとも関連づけて考える。さらに、日本人の
国内観光にみられる地域的構造や、日本の地
理的条件を考慮して、インバウンド・ツーリ
ズムの地域的構造を説明する。 
 
４．研究成果 
1) インバウンド・ツーリズムの空間的拡大と
地域的構造 
 インバウンド・ツーリズムの空間的拡大に
は、集中と分散という２つの側面がある。従
来の「ゴールデン・ルート（東京・大阪間）」
では、滞在時間が比較的長い東京や大阪、京
都などの「観光拠点都市」が存在する。そこ
では観光者の集中が顕著である。同時に、そ
れに準ずる札幌と高山という「地方拠点都
市」がみられる。 
 一方、より滞在時間の短い「日帰り観光都
市」（浦安、奈良）と、さらに短い「短時間
観光都市」（小田原、御殿場、日光、廿日市）
がみられる構造が示された。こうした点では
地方レベルや国土レベルで分散がみられる。
分散の傾向はゲートウェイからも説明され
る。まず東京への集中が生じたが、ゴールデ
ン・ルートの形成とともに多極化の性格が強
まり、さらに国籍の多様化が生ずるのと同時
にゲートウェイは多様化し、結果的に目的地
は分散している。 
 
2) インバウンド・クラスターと行動の特性 
 外国人の日本での行動は多様化・複雑化し
ている。外国人が好む目的地は、日本人と共
通する場合もある。東京や京都などの大都市
はその例であり、箱根のような温泉地や白川
郷，富士山も同様である。箱根や白川郷では、
外国人向けのサービスの多くは日本人が担
ってており、景観変化も顕著ではない。 
 しかし、日本人観光者があまり注目しない
場所に外国人旅行者が注目する例も多い。自
然景観が豊富な中山道を踏破する行動や、ニ
セコのスキーリゾートでの滞在がそれに該
当する。両者ともにインバウンド・クラスタ
ーでのイノベーションの多くは外国人によ
ってもたらされる。それは背景として異なる
文化をもった嗜好や行動をそのまま受け入
れることが困難であるためである。それゆえ
妻籠宿や馬籠宿では外国人への対応が遅れ
ている。 
 行動という点では、インバウンド・スキー
ヤーについて分析した。その増加は、一部の
大規模スキーリゾートには追い風となって
いる。しかし、ニセコでは、日常生活と変わ
らないある程度の広い居住空間を有する宿
泊施設であるアパートメントなどが急激に
増加している。これは、これまで日本にはほ
とんどみられなかったもので、外国人スキー
ヤーの需要に応じて急増したが、それに関わ
る主体はほとんどが外国人である。また、外
国人を受け入れるスキーリゾートでは、バッ
クカントリー滑降への対応などといった新
たな現象・課題が出現している。日本と欧米
とで異なる「スキー文化」が作用し、スキー
リゾートにさまざまな問題をもたらしてい
る。 
 すなわち、インバウンド・クラスターの受
入環境において果たす旅行ビジネスの役割
も重要である。たとえば、大阪と沖縄では韓
国系旅行ビジネスが、旅行者の観光体験拡大
を後押しし、言語や制度･文化の違いをフォ
ローする役割を持つ。旅行者と観光地とを結
びつける媒介機能が重視されるが、小規模で
あるがゆえに経営が不安定といった課題も
ある。それゆえに、インバウンド・クラスタ
ーには、外国人旅行者に対応したハード面の
拡充が求められる。 
 
3) まとめと課題 
 日本のインバウンド・ツーリズムは量的に
発展していると同時に、目的地や行動の側面
からみると多様化・複雑化している。こうし
たなかで、行動の空間構造やインバウンド・
クラスターの共通点や相違点を整理してい
くこと、さらにはその方法論の確立が求めら
れる。一つの方法はビッグデータの活用であ
ろう。ただし、それに加えて詳細なフィール
ドワークで個々のインバウンド・クラスター
の性格把握を追究することも不可欠である。
詳細な調査を通じて、行動の多様化によって
実現されていく全国のインバウンド・クラス
ターの個別化の実態を解明できるように思
われる。また、イタリアのベネチアで顕在化
しているような、インバウンド・ツーリズム
発展による弊害に基づいて、訪問者を規制・
減少させるような動きを注視すること求め
られる。さらに、インバウンド・クラスター
のレジリエンスへの注目も重要であり、目的
地の持続性をどのように確保するのかを考
える必要がある。 
 グローバルな視点でみると、日本における
インバウンド・ツーリズムの発展を世界的に
捉えることが必要である。日本を除く先進国
や発展途上国における状況とは異なり、日本
のマス・ツーリズムの担い手は日本人であり、
つまり、国内で完結するようなツーリズムが
今日までに大きく成長してきた。これは、例
えばスペインやインドネシアの例とは大き
く異なっている。ところが、現在の日本をめ
ぐるインバウンド・ツーリズムの発展は、国
内ツーリズムが成熟した後に短期間に外国
人旅行者の大量の受け入れが迫られている
ことを意味している。また、ほとんどの外国
人が理解できない言語や文化の問題もある。
こうした日本のインバウンド・ツーリズムが
もつ特異性を考慮しながら研究を進めてい
くことが重要である。 
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